
 

第１７7回運営委員会概要 平成 29年 7月 19日（水）18：30～20：30 

 

◆会場：柏崎原子力広報センター 1Ｆ実験室 

◆出席委員：桑原会長、石坂副会長、髙桑副会長、三宮、髙橋、田中、竹内 

                                出席委員 ７名 

（欠席委員：千原、三井田） 

                       欠席委員 ２名 

◆オブザーバー： 原子力規制庁（平田所長） 

資源エネルギー庁（日野所長） 

柏崎市（砂塚主任） 

         東京電力ＨＤ（株）（須永副所長・佐藤英RC・山本GM・德増） 

 

◆事務局：（公財）柏崎原子力広報センター／松原事務局長、石黒、坂田 

 

次回以降定例会内容について（８月、９月、10月）  

  ８月：第170回定例会（第１水曜） ８月２日(水)18：30～20：50 

７月 19日(水) 運営委員会 

    ９月：第171回定例会（第１水曜） 9月6日(水)18：30～20：50 

       ８月 23日（水）運営委員会 ※8/16から変更 

  10月：第172回定例会（第1水曜）10月4日(水)18：30～20：50 

       9 月 20日(水) 運営委員会 

 

〈議長〉８月以降の日程について、予定どおりの内容でよいか。 

（委員・オブザーバー了解） 

 

◆8月定例会（第170回、8月 2日）以降の内容について 

〈議長〉前回の運営委員会から提案があった「防災について」を8月定例会の議題であげて、広

域避難計画の進捗状況や課題、課題解決に至らない原因などの話を県、市、村から説明

してもらうということでよろしいか。 

〈委員〉新任委員もいるので基本的な事項を含めて、現段階での状況説明をしてもらいたい。 

（委員賛成・了解） 

 

◆9月定例会（第171回、9月 6日）以降の内容について 

〈議長〉４月に提出した意見書に対する回答書について、各オブザーバーからの説明がほしいと

思っている。回答書は曖昧な内容でよくわからないものがあった。現時点でどうなって

いるのか、問題がどこにあるのか、明確な回答を示せないなら、示せない理由なども説



 

明してもらい、委員同士で意見交換をしてはどうか。この内容を 9 月の議題としたい。 

〈委員〉前回定例会でも委員から回答書の取扱いについて質問があり、運営委員会で話し合うと

いうことであった。各機関と意見が噛み合うかどうかは別として、回答を受け取ったま

まにしておくのではなく、委員間で回答書に対してどの様に思うか、分からない点など

について議論した方が、意見書を出した効果というものがより上がるのではないか。 

〈委員〉８，9 月はそれでよいが、今後地域の会でも刈羽テフラを含む地層問題について、東京

電力からの一方的な説明を聞くだけでなく、柏崎刈羽原発活断層問題研究会からも意見

を聞くなどして、双方の説明から地層に関する理解を深める機会を設けてもよいのでは

ないか。 

〈委員〉地域の会では技術的な判断をできないし、判断する場でもない。また、判断する国の規

制委員会審査も途中段階であることから、議題にあげても議論が中途半端となる可能性

がある。今後の審査状況を見極めながら、対応を協議してはどうか。 

（委員賛成・了解） 

 

地域の会情報誌「視点」について 

◆視点第8５号（第168回定例会分）について、運営委員とオブザーバーで内容を確認し、    

 訂正を行った。 

 

委員からの質問・意見について 

◆文書回答とする。ただし、内容が多岐にわたるため、8月定例会時に全て回答できない場

合は、９月と分けて回答する可能性あり。              

 

その他 

① 柏崎刈羽原子力発電所の委員視察について 

  １４名の委員参加が決定した。日時は7月22日（土）の午後1時から4時半まで。 

受付時間もあるため、12時 50分までには現地集合。免許証の写しは事前に提出しても 

らったが、当日も免許証を持参する必要がある。なお、服装について、半袖はＯＫ。女性 

はスカートやハイヒールでの来所はＮＧなので注意してほしい。 

（委員了解） 

 

② 意見書の回答結果と今後の取扱いについて 

   各機関からの回答書については誌面スペースの都合上、広報誌「視点」には掲載せず、ホ

ームページに掲載する。また、「視点」にはホームページに掲載してある旨のメッセージを



 

出すこと。また、9 月定例会の議題を「意見書・回答書に関する意見交換について」で決

定したい。 

（委員了解） 

 

③ 勉強会の開催について 

  ・平成28年度（12月定例会）は「再生可能エネルギーの種類と課題について」と題し、 

   新潟工科大学の佐藤教授、資源エネルギー庁の日野所長に講師を依頼。 

  ・平成27年度（11月定例会）は「原子力防災計画におけるリスクコミュニケーション」 

と題し、長岡技術科学大学の大塚准教授に講師を依頼。 

〈事務局〉今年度も勉強会を実施するのであれば、講師依頼の関係上、早めの方針決定をお 

願いしたい。 

〈議長〉勉強会は実施するということでよろしいか。 

〈委員〉勉強会は実施する。内容については、技科大生との対話集会に参加して思ったこと

だが、委員との対話を終えた学生がどのような感想や意見を持っていたか、また、

大塚准教授の地域の会に対する考え方なども含めて聞くような、意見交換会を実施

してはどうか。 

〈委員〉可能であれば、大塚准教授だけでなく、参加した学生にも数人出席してもらいたい。 

〈議長〉では、開催時期は例年にならい、11月か12月ということで調整し、開催決定後 

に詳細内容について話し合うということでよろしいか。 

（委員了解） 

 

④ 情報共有会議についての再確認 

〈議長〉これまでの協議結果から、今年度は 2 月開催とする。ただし、次年度については、 

委員の就任期間や降雪期、また、オブザーバーの予算編成や議会開催時期などを勘 

案し、11月開催としてはどうか。 

（委員了解） 

 

 【８月定例会タイムスケジュール（予定）】       

   18：30～19：３0 「前回定例会以降の動き」 

             （東京電力HD、規制庁、エネ庁、新潟県、柏崎市、刈羽村） 

   1９：３0～20：30 「防災について（広域避難計画の進捗状況など）」 

（新潟県、柏崎市、刈羽村） 

   20：30～20：50  その他、フリートーク                                 


